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はじめに
例えば，東急世田谷線上町駅で下車し，駅の南側に出て
線路に沿う通りを西に歩く。駅から3つ目の角を右に入る
と，本研究対象である尾澤醫院兼住宅が見える（以下，尾
澤醫院と略す）。駅から徒歩1分ほどという至近距離にあり
ながら，その建物は，棕櫚やヒマラヤ杉などの樹木の生い
茂るゆったりした敷地の中に佇んでいる。
尾澤醫院を調査することになったのは，当研究室への世
田谷区からの依頼による1）。筆者は，平成23年度に学生
とともに3回，平成24年度になって1回の計4回訪問した。
世田谷区では区内における近代建築悉皆調査の一環とし
て，昭和60年度にこの建物を調査している。その際，簡
単な家歴の調査がなされ，平面図が作られている。そして，
当該建物の建築年を昭和7年から11年（1932～36年）とし
ている2）。
本調査で所有者から関連資料の提供をいただけ，その中
に建築年を再考した方が良いと推察できる資料が含まれて
いた。歴史的建築の評価には，正確な建築年が必要である
ことは言うまでもない。
そこで，堀内研究室では以下の諸点に力点を置いた調査
を実施することとした。
① 所有者からの聞き取り調査により，できるだけ詳細な
家歴を明らかにする。
② 尾澤家に残された関連資料を分析する。
③ 同資料ならびに聞き取りから，当該建物の保存状況を
明らかにする。
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尾澤醫院兼住宅（世田谷区）の
竣工年ならびにその建築史上の位置づけ
堀内 正昭
TheHospital/ResidenceOzawa（SetagayaWard,Tokyo）andItsPlace
inArchitecturalHistory
MasaakiHORIUCHI
InMarch,July2011andinApril2012,ProfessorHoriuchiandhisArchitecturalHistoryseminar
studentssurveyedaprivatehospitalandresidencebuiltinSetagayaWard.Thegoalwastoascertain
thecompletionyearofthisbuildinganditspositioninarchitecturalhistory.Inordertodothisthe
twosonswhoinheritedthehousewereinterviewedandthecontentoftheextantarchitectural
specificationswasexaminedclosely.Theresultsareasfolows.
・Thisbuilding wascompletedin 1932andthehospitalward（nolongerextant）wasextended
immediatelyafteritscompletion.
・Thefolowingstylesandfinishesareobservedinthisbuilding;Spanishstyle,scrapedfinish,scratch
tile,ArtDecoironlattices,roundwindows,baywindowsandaflatroof.Thesestylesandfinishes
wereinfashionfrom theTaishoEratotheearlystagesofShowa.
・AlthoughthesestylesandfinishesarepresentinotherbuildingsinSetagayaWard,thisbuilding
wasexemplaryinthatithadalofthem.
・Itisalsonotablethatmedicalimplementsremainand,inaddition,thatboththeinteriorandthe
exteriorofthebuildingarewel-preserved.Thesefeatureshelpustounderstanditshistoryasa
hospital.
Keywords:earlystagesofShowa（昭和初期），hospital（医院），Setagaya（世田谷），style（様式）
④ 以上の作業を通じて，建築年を特定するとともに，当
該建物の建築史上の位置づけを行う。その際，とくに
同じ世田谷区の住宅との比較を試みたい。
なお，本調査は筆者の所属する環境デザイン学科開設科
目「建築歴史演習」の授業の一環として実施することにした。
□調査実施日
平成23年3月7日，同9日，7月9日，平成24年4月
19日
□調査メンバー
昭和女子大学生活科学部生活環境学科4年
日下部 弥生，田邊 香織（堀内研究室）
1.建物の概要
敷地の奥中央やや左寄り（西側）に尾澤醫院があり，こ
の建物とは別に，敷地の東側に尾澤歯科の建物ならびに住
宅がある。
尾澤醫院は陸屋根をもつ木造2階建てで，屋上に塔屋が
付く（図1～4）。外壁は，1階の窓台までをモルタルで，そ
こから上をリシン落とし仕上げとしている。そのため外
観はやや黄色みの強い黄土色をしている。そこに緑色の釉
薬洋瓦（スペイン瓦）が水平の彩りを添えている。
建物の南側ほぼ中央に，アーチ門のような車寄せが張り
出している。このアーチは半円ではなく，頂部がわずかに
尖っている。この車寄せの台座部分はスクラッチタイルで
仕上げられ，その上のスリットには円と直線の幾何学的な
文様をもつ鉄製格子が入る（図5）。同様の文様は車寄せ内
側の手すりに続いている（図6）。また，玄関ドア両脇の腰
壁の上には，剣をモチーフにしたステンドグラスがはめ込
まれている（図7）。
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図1:尾澤醫院南側全景
図2:同東側面
図3:同北側面
図4:同西側面
玄関の左手に内玄関があり，同様に張り出しているため，
外観は凹凸のある形態となる。さらに陸屋根を採用してい
るので，3階の塔屋を含んで建物は大小のブロックを積み
重ねたように見える。そして，ベイウィンドウ（張出し窓）
や2階の三角柱状に張り出した窓（図8），内玄関側面にあ
る鉄製格子付の丸窓などが外観のアクセントとなっている
（図9）。
室内については，建物のほぼ中央に玄関を，左手に内玄
関を配して，診療と家族の生活空間をはっきり分けている
（図10，11）。表玄関のタイル張りの土間から入ると患者待
合室があり（図12），そこには調剤室が付く（図13）。この
待合室の東に比較的広い診察室があり（図14），診察室の
北にレントゲン室（図15）と手術室が並び置かれている。
これらが医療用空間であり，診察室を中心に関連諸室がコ
ンパクトにまとめられている。
他方，内玄関からは3畳の女中部屋に続き，浴室，台所，
便所の水廻りが集められ，奥に食堂そして応接室がある。
生活空間と医療関連の部屋を分割しつつ，有効な導線計画
とするために，L字型の廊下をもつ間取りとなっている。
この応接室の前に2階への階段がある。階段は踊り場で
二股に分かれ，西に8畳間を2室，東に広間を介して8畳
間と洋間を設ける。2階には南に2面，東に1面の計3面
にバルコニーが張り出している。
2階の諸室のうち，東側の8畳間は床と付書院をもつ本
格的な和室であるが，障子を開くと地袋越しに縦長のステ
ンドクラスがはめられている（図16，17）。他方，西側奥
の8畳間にある違い棚の丸窓の外は突き上げ窓となってい
る（図18）。同じ西側手前にある8畳間には内縁が2面に
巡り，そこに外開きの窓が計8枚付き，開放された眺めを
提供している（図19，20，21）。なお，屋上の塔屋は一種の
望楼である（図22）。
各部屋の内装については，総じて壁は腰羽目板張りと漆
で，天井は漆で仕上げている。ただ，2階の中央にあ
る洋間の壁は，板張りではなく，一面に壁紙が貼られてい
る（図23）。そのほか，窓の上には欄間窓が，間仕切り壁
のドア上には横軸の回転窓が付く。
なお，床面積については，1階が148.5m2（45坪），2階
が106.9m2（32.4坪）である。
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図5:車寄せ台座のスクラッチタ
イルとその上の鉄製格子
図6:車寄せ内片側にある手すり
図7:玄関両脇にあるステンドグラス
図8:2階の三角柱状に張り出した窓
図9:内玄関側面の丸窓，同形のものが2つ並ぶ。
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図10:尾澤醫院1階平面図（渡り廊下とそれに続く病棟は現存しない。）
図11:同2階平面図（ただし，実際には1階から2階への階段は踊り場で二股に分かれ，広間とは段差がある。）
↑
N
↑
N
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図12:患者待合室
図13:調剤室
図14:診察室
図15:レントゲン室
図16:2階東側8畳間
図17:同8畳間の障子を開ける
とステンドグラスの窓が現
れる。
図18:2階西側奥の8畳間
2.尾澤醫院の家歴
尾澤醫院を建てたのは，尾澤章
あきら
で，章は明治31（1898）
年に生まれ，昭和41（1966）年に没している。尾澤章は妻
千勢子との間に男5人，女2人をもうけている。同医院を
訪問した際に，ご子息のうち，次男と5男の方から主とし
て家歴についての聞き取りを行った。
尾澤章の父光
こう
章
しょう
は医者で，日露戦争時に軍医として出
征し，後にハルピンで開業していたという。一家が大正時
代に帰国してからは，世田谷区の桜小学校近くに居を構え
た。桜小学校は現在も同じところにあり，尾澤醫院からは，
道路を挟んだ南側に位置する。
当該医院のある敷地は豪徳寺の地所であるという。豪徳
寺と尾澤家との関係については，まず尾澤家は豪徳寺の檀
家であり，一時期尾澤家の住居に僧侶を住まわせていたこ
とがあったという。そのような経緯から，住まいが手狭に
なったこともあり，豪徳寺の地所を章が借りて新築したの
が現在の建物である。
この医院にはかつて病棟があり，渡り廊下で医院と結ば
れていた。まず，医院を建て，その後に病棟を増築したと
のことであった。
尾澤章は，日本医科大学を卒業している。開業後は内科，
小児科のほか外科まで手掛け，府中方面まで往診したとい
う。第2次世界大戦中，医院は救護所になり，また敷地内
にあった2か所の防空壕を地区住民とともに使用したとい
う。戦後は，進駐軍に接収されるという話があったが，幸
いそれを免れ，戦災で家を失った人々や親戚がこの病棟を
住居代わりに使っていた。その後，この病棟は昭和31，32
（1956，57）年頃に取り壊された。このとき敷地を囲んでい
た瓦塀も壊したという。
この間，陸屋根，とくにバルコニーから雨漏りが発生し
たせいで，戦後ほどなくして勾配屋根をかけたとのことで
あり，浴室は昭和50年代に改造している。それまでは五
右衛門風呂（長州風呂）を確かに使っていた記憶があると
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図19:2階にある連続する外開き窓
図20:同室内から見た開き窓
図21:同窓を開放した様子
図22:
塔屋を内側から見る。
図23:2階洋間
のことであった。
ご子息のうち，長男の彰宣は信州大学医学部を出たが，
大学等の勤務医として働いたので尾澤醫院を継ぐことはな
かった。また，次男は歯科医となり，別棟で開業していた
ので，当該建物は父章の没後は生活の基盤ではなくなり，
現在は主として5男の方が事務所として利用している。
なお，次男の方のご記憶によると，戦前は，医院の前に
車庫とその車夫の住まいがあり，住み込みの女中さんを置
いていたが，戦後は女中さんも車夫も居なくなったという。
2階西側の祖母の部屋は，祖母が昭和29（1954）年に亡く
なった後は，母方の祖父母がしばらく同居し，2階東側の
8畳間は父母の寝室で，西側奥の8畳間は客間であったと
いう。
3.関連資料について
尾澤家から，以下の関連資料の提供をいただけた。
（1） 尾澤醫院関連図面（「 」内名称は原文のまま）
ａ.「尾澤醫院新築工事設計図」（青図:縦54.5×横78.5cm）
3枚
・「No.1各正面姿図各階平面図」（縮尺1/100）
・「No.3床間詳細 手術室断面 内玄関断面 其ノ他
各詳細」（縮尺1/20）
・「No.4軸立図土台及基礎伏及二階梁伏及屋上小屋
伏（縮尺1/100），地形図（縮尺1/20）」
通し番号からNo.2の図面があったことになるが，欠
けている。図面に設計者ならびに年月日の記載はない。
ｂ.「透視図」（紙に彩色:縦36.5×横79cm）1枚
ｃ.「尾澤医院塀及門設計図」（青図:縦38.5×横79cm）
1枚（縮尺1/100，1/20）
ｄ.「尾澤病院増築建物図」（青図:縦79×横45.5cm）
1枚（縮尺1/100，1/20）
病棟の立面図と断面矩計図，車庫の立面図のほか井
戸上屋の立面図
ｅ.「尾澤醫院新築工事略設計図」（原図:縦37×横54.5cm
と青図:縦39×横55cm）各1枚（縮尺1/100）
1階と2階の平面図で，上記aの図面と酷似してい
るが，2階の全部屋が和室になっているので，実施以
前の図面となる。
ｆ.「尾澤醫院室内備品配置設計図」（紙に鉛筆書き:縦37.5
×横58cm）1枚（縮尺1/10）
玄関の長椅子，洗浄室の流し台，台所のガス台と流
し，吊り戸棚，戸棚の位置が平面図上に書き込まれてい
る。また，図面左下にゴム印による「家具裝 圖案
設計部 伊勢彦治」ならびに「7.7.21」の記載がある。
とくに「7.7.21」が昭和7（1932）年7月21日のことだと
すれば，当該建物の建築年を判断する重要な指標となる。
（2） 写真2枚（撮影年不詳）
・尾澤章が自家用車とともに写っている。自動車の奥の建
物は，腰壁までモルタルで，その上はリシン落とし仕
上げのように見え，尾澤醫院の仕様と酷似しているが，
現在の建物にそれと一致するところはない。桜小学校近
くに住んでいた時代のものかもしれない。
・建物の南側全景（左手に医院，右手に病棟が垣間見える:図
24）。写真手前右に門があり，瓦壁で囲まれている。
門近くに病棟が見えるので，昭和31，32（1957）年以前
のものとなる。
（3） その他
・戸籍謄本（尾澤章）
・自家用自動車々庫設置願（昭和4年2月）
同建築申請書（同上）
同敷地図，平面図，断面図
・自家用自動車々庫設計変更増築願（昭和4年4月）
同建築申請書（同上）
同平面図，断面図
・病室並自動車々庫設置許可書（昭和7年9月）
4.建築年について
尾澤醫院の建築年については，これまでの調査から確固
とした資料はないと思っていた。しかし，平成24年4月
19日の4回目の訪問時に，「固定資産税都市計画税課税明
細書」に当該住宅の建築年の記載があることを教えられた。
同明細書には「昭6年」とあるので，当該建物は昭和6
（1931）年築となる。
そこで，昭和6年築を尾澤家に残された資料ならびに聞
き取りから，裏付けることができるかどうかを試みてみたい。
前節の関連資料は，車庫あるいは一部病室に関するもの
で，「自動車々庫設置願」は昭和4年2月に，次の「変更
増築願」は昭和4年4月に出されている。母屋を建てた後
で車庫を設ける，あるいは母屋と車庫を同時に建てるのが
普通であり，車庫を最初につくることは考えられない。し
たがって，車庫の設置年から母屋の建築年を推定すること
はできる。
ただ，これらすべての書類の住所は，荏原郡世田谷町大
字世田谷299番地であった。これを現在の住居表示と照合
させると，世田谷区世田谷2－4－12となる。そこは，現
在の区立桜小学校の敷地の南側に接するところで3），かつ
て桜小学校近隣に住んでいたという聞き取りと一致する。
したがって，昭和4年の車庫設置願は尾澤醫院の建築年の
指標にはならない。
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最後の「病室並自動車々庫設置許可書」には，前のもの
とは異なる内容を含んでいるので，以下に全文を掲載する。
指令第26960号
荏原郡世田谷町大字世田谷299番地
尾澤 章
昭和7年9月1日願荏原郡世田谷799番地／805番地に病院
産院取締規則第30条に依る病室並自動車々庫設置の件許可
す
昭和7年9月27日
警視総監 藤沼庄平
同許可書の住所は，同じく世田谷299番地であるが，文
中には別の番地，すなわち799番地と805番地という記載
があり，この地に病室ならびに車庫を建てるための許可書
となる。地番が併記されているのは，一方は病室，他方が
車庫用に供するためと考えられる。
尾澤家に残されている建物全景の写真を再度見てみると
（図24），医院の右手（東側）に敷地が広がり，現在は失わ
れているが，かつて尾澤醫院の建物の東側に渡り廊下で結
ばれていた病棟が見える。他方，写真の左には車，そのさ
らに左に車庫と思われる建物がある。
上記の許可書にあった「病室」はこの病棟のことであり，
むろん車庫は応診用であろう。
現在の尾澤醫院の旧番地は 804なので，805ならびに
799番地は，写真ならびにその用途から判断して，医院の
近くにあったと考えられる。
しかしながら，805番地は現在の世田谷2丁目2番地で，
医院から通りひとつ離れたところとなる。799番地につい
ては，現在の住居表示に該当する個所そのものが存在しな
かった4）。
旧番地から「病室」ならびに「車庫」を特定できなかっ
たが，その許可書から尾澤醫院の病棟は，昭和7年9月以
降（早ければ同年内）に建てられたとしてよいであろう。
病棟は医院建築後に建てられたという聞き取り，創建時
の平面図には病棟部分はなく，「尾澤病院増築建物図」（図
25）が別に存在することから，尾澤醫院は，昭和7年以前
に建てられたことになる。
では，昭和7年からどこまでれるのだろうか。尾澤章
の住所は，昭和7年の時点では桜小学校近くにあった。そ
れ以前に医院を建てていたなら，現在の住所から病棟の増
築ならびに車庫の設置願が申請されてもよいはずである。
もっとも，長らく住みなれたところを住居にし，しばらく
は徒歩ですぐ行くことのできた医院に通ったとも考えられる。
ここで，尾澤家から提供された図面「尾澤醫院室内備品
配置設計図」に記載されていた「7.7.21」について検討し
てみよう（図26）。同図面は，台所の流し，ガス台等の配
置計画を示したもので，図面そのものは現状の間取りと一
致している。これらの数字を昭和7年7月21日とすれば，
この時点で尾澤家はまだ現在の地で生活（医院の開業）を
始めていないことになる。病棟の増築許可は昭和7年9月
なので，申請はそれ以前になる。医院を開業するかしない
時期に併行して増築の申請をしていたことになり，それな
ら医院と病棟を同時に建ててもよかったはずである。もっ
とも，それは推測の域を出ないもので，尾澤醫院の竣工後
に病棟が建てられたという聞き取りとは矛盾しない。
以上の考察から，尾澤醫院は昭和6年築とは断定できず，
昭和7年の可能性が大きくなった。より正確にいえば，昭
和7年までに建てられたということになる。
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図24:
尾澤醫院の全景
5.創建時の図面について
先に，尾澤醫院の関連資料に図面があることに触れた。
ここでは，平面図ならびに透視図を検討してみる。平面図
には，部屋名のほか，家具，仕上げ材などが記入されてい
る（断面図にも仕上げ材が記されているので併せて参照）。
5－1 平面図（図27，28）
まず，部屋名をそのまま図面で確認してみよう。括弧内
は仕上げ材である。
□1階
① 玄関（モザイックタイル）
② 患者待合室（リグノイド張り）
③ 調剤室（板張り）
④ 診察室（リグノイド張り，腰壁四尺タイル張り）
⑤ 洗浄室（コンクリートタタキ）
⑥ 婦人室手術室（壁床タイル張り，天井漆塗り）
⑦ レントゲン室（板張り）
⑧ 研究室兼応接室（フローリングブロック）
⑨ 食堂（フローリングブロック）
⑩ 台所
⑪ 脱衣室
⑫ 洗面所浴室（タイル張り）
⑬ 取次二帖（床板，竿縁天井）
⑭ 女中室三帖
⑮ 内玄関（モルタル，腰羽目板，天井壁漆塗り）
1階のうち，診察室については，平面図では上記の通り，
床はリグノイド張り，腰壁はタイル張りとの記載があるの
に対して，断面図では，床はフローリングブロック，壁は
ベニヤ板となっている（図29）。
□2階
① 八帖:母堂ノ御部屋
② 広間
③ 八帖:院長夫妻ノ居間
④ 子供室:洋室（板張り）
⑤ 洋間（フローリングブロック）
⑥ 客室八帖
屋上の平面図の詳細については割愛するが，「防水モル
タル塗りスパニッシュタイル」という書き込みがある。
このうち2階には，①「八帖:母堂ノ御部屋」，③「八
帖:院長夫妻ノ居間」，④「子供室」があり，⑤「洋間」
にはBEDの書き込みがあるので，ここが夫妻の寝室だと
考えられる。尾澤章の父は昭和2年に亡くなっているので，
「母堂ノ御部屋」という書き込みは，当時の家族構成が反
映されていることになる。なお，尾澤章の第一子は昭和6
年7月に生まれている。
5－2 透視図（図30）
この透視図は建物の南側と東側のコーナーを中心に据え
て，斜めからの角度を見所にしている。子細に見ると，玄
関車寄せの階段の側桁は，車寄せ左手の柱と右手の壁に接
した方の柱の下に付けられている。さらに内玄関前の外階
段の側桁は，左右同じものではなく奥（左）のそれの方が
大きいことがわかる。これは，設計者が建物の南側正面フ
ァサードではなく，コーナーからの視点を重視して設計を
していたことを例証するであろう（図31）。
そうした設計の背景として考えられるのは，当該建物は
敷地の中央奥のやや西寄りに，かつて通りに沿って作られ
た瓦塀の門が敷地の東寄りにあったということだ。すな
わち門から建物にアプローチしたとき，人は建物の南東面
を見ることになるからだ。
ブロックを積み重ねたような躯体，その外壁に取り付け
られたベイウィンドウ，コーナーを介して巡る連続窓，三
角柱状に張り出す窓などの要素が，この角度からの建物の
眺めを多様なものにしている。さらに，1階と2階の壁面
にメダリオン（円形浮彫り）が付き，東面2階の窓には縁
飾りが施されている。
これらの諸要素と実際の外観を照合してみると，窓の縁
飾り，メダリオン装飾はなく，車寄せの階段右奥の側桁は
省略されている。また，実際の外観では腰壁は窓台の下ま
でであるのに対して，透視図では一部窓台を越えているな
どの相違はある。しかしながら，これらはマイナーチェン
ジであり，全体の印象は，この透視図のまま実施されたと
見てよい。
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図25:尾澤病院増築建物図（部分）
図26:尾澤醫院室内備品配置設計図（部分）
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図27:創建時の1階平面図
図28:同2階平面図
図29:診察室断面詳細図
図30:透視図
図31:車寄せと左奥の内玄関階段の側桁の一方
が大きく，アイストップになっている。
6.改造個所ならびに保存状況
現地調査と聞き取りならびに現存する図面を頼りに，改
造個所について検討してみたい。
前述したように1階の診察室の腰壁は，平図面ではタイ
ル張り，断面図ではベニヤ板と別の記載がなされていた。
また，同室の床は，平面図ではリグノイド張り，断面図で
はフローリングブロックとなっていた。診察室の壁は板張
り，床はリグノイド張りであるため，同個所の記載は，平
面図，断面図では異なっている。診察室の仕上げは，聞き
取りから現在のままで改装はしていないということであり，
目視でも相応の古さが認められるので，現状を当初仕上げ
としてよいだろう。
診察室に隣接する手術室は，もとは診察室と段差があり，
1段下がったタイル張りの床であったが，フローリングに
変更されていた。ただし，この手術室のフローリングは診
察室の床高に合わせて，床から30センチほど浮かせて新
たに造作されているので，創建時の床はそのまま保存され
ている。床の隅に設けられたハッチから，そのタイル張り
を見ることができる（図32）。
それ以外の診療関連諸室の仕上げは図面に記載の通りで
あり，とくに待合室と診察室のリグノイド張りの床はその
まま残る。なお，リグノイドとはマグネシアに鋸，石綿，
コルク粒などを充材として混ぜ，塩化マグネシウム溶液
（苦汁）で練って作ったもので5），当時を物語る今や希少な
床仕上げ材である。
それに対して，1階の生活領域については改造がいくつ
か見られる。まず内玄関のドアは10数年前に取り替え，
その漆天井は戦後間もなく改装したという。取次はもと
の状態を保っているが，そこに接する和室（女中部屋）は
窓を含めて改造されていた。台所のキッチン廻りと勝手口
は改造され，浴室のバスタブも取り替えられていたが，浴
室のタイル張りの壁と天井はそのままである。また，食堂
の天井はクロス仕上げのものに変更されていた。その他の
諸室の天井ならびに壁は当初の通りの漆仕上げを残し，
応接室ならびにL字形の廊下部分は，同じ漆で補修し
ている。
2階については，ほぼ当時のままに残されている。ただ，
2階東側8畳間と広間前の板襖の鴨居には柱が挿入されて
いる。これは今から50年ほど前，戦後に屋根を修理した
後に補強用に入れたとのことで，この補強用の柱は，2階
の西側にある8畳間と廊下との境にも同じ理由で1本入っ
ている。
このように尾澤醫院は，そこが長らく住居としても使わ
れてきたことから，水廻りを中心に相応の改造はなされて
いたが，それ以外の主要な諸室は創建時の姿をよく残して
いるといえる。
外壁については，水廻りのある西側面が改造の影響を受
けているが，それ以外はほぼ創建時のままで，部分的に改
修痕が見られるだけである。屋上ならびにバルコニーには
勾配屋根を設けているが，それはパラペット内に収まって
いるので，陸屋根をもつ創建時の外観を損なってはいない。
なお，当時のまま残っている家具ならびに医療器具は以
下の通りである。
・1階「調剤室」の机はもと診察室に，アルコール消毒液
用容器はもと手術室にあった。
同所に作り付けの薬剤瓶収納棚は，当時のまま。
・1階「診察室」の椅子は当時のもので，円テーブルはも
と応接室にあった。手術用器材収納棚は，もと手術室に
あったもの（図33）。
・1階「レントゲン室」の長椅子は，もと1階の患者待合
室にあったもの。
・1階「応接室」のテーブルと椅子はそのままで，ガスス
トーブもそのまま。
・1階手洗い前の「ギバ太陽燈」（紫外線発生機）は，もと
診療室にあったもの（図34）。
・2階「寝室」の寝台は，もと診察室にあったもの。
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図32:手術室のタイル
張り床
図33:手術用器材収納棚 図34:ギバ太陽燈
（紫外線発生機）
7.間取りならびに意匠上の特徴
尾澤醫院の間取りについては，1階の東半分は診察医療
用に，西半分ならびに2階全室を家族用の空間としている。
医院としての性格上，門からのアプローチを考えて玄関口
を南側にとり，1階を診療用としていることから，応接室，
食堂を北側に配している。1階は生活空間としては，診療
用空間に従属しているといえる。
それに対して2階は家族本位の間取りとなっていて，中
央の広間の周りに諸室が配され（図35），そこは計3か所
に設けられたバルコニーとともに，開放的なつくりとなっ
ている。
1階を洋間とし2階を和室中心の生活空間とするのは，
とくに大正期からの規模の大きな洋館に見られる。その点
で，当該の建物は医院という診療用空間を含みながらも，
その系譜に入っている。2階東側の8畳間の障子を開ける
とステンドグラスの窓が現れ（図17），西側の8畳間の内
縁越しに外開き窓が連続する様は（図20），建物全体を洋
風の外観で包み込むことならではの光景である。
尾澤醫院の外観を構成する要素を再度確認してみると，
次のようになる。①陸屋根，②塔屋，ベイウィンドウを含
んだ凹凸のある構成，③リシン落とし仕上げ，④緑色の
釉薬洋瓦（スペイン瓦），⑤尖頭アーチをもつ車寄せ，⑥車
寄せの両脇ならびに車寄せ内部の手すりに施されたアール
デコ調の鉄製格子，⑦車寄せの台座部分のスクラッチタイ
ル，⑧内玄関側面にある鉄製格子付の丸窓。
尾澤醫院の屋上平面図に「防水モルタル塗りスパニッシ
ュタイル」という書き込みがあったことはすでに触れたが，
このスパニッシュから検討してみよう6）。
スパニッシュ様式のわが国でのはじまりは，大正 11
（1922）年に大阪近郊の箕面桜ヶ丘で開催された住宅博
覧会で出品された住宅だとされる。その後昭和初期の邸宅
の様式として好まれ，昭和2（1927）年の旧小笠原伯爵邸
が同様式の本格的事例とされる。
その影響は，住宅以外には，ホテル，ミッションスクー
ル，市役所，公会堂等の公共建築に広がり，昭和戦前を通
じて流行した。その特徴は，色付きの凸凹の2つの瓦を交
互に重ね合わせるスパニッシュ瓦，明るいクリーム色の荒
壁，鉄製の窓格子（グリル），噴水付き中庭（パティオ）な
どが挙げられる。
尾澤醫院では上記の③，④ならびに⑧が該当する。世田
谷区にもスパニッシュ様式の住宅があり，志村家住宅（成
城，昭和14年頃）が現存する（平成23年度同区指定有形文化
財）（図36）。また，スペイン瓦は，例えばK家住宅（梅丘，
昭和7年，国の登録有形文化財 図37，38）に用いられている。
K家住宅は尾澤醫院と同年代の建物で，そのスペイン瓦
は，目視では同医院と同じ色合いをもつ。
次に，アールデコ調の鉄製の文様について検討してみ
よう。アールデコそのものは1920年代から1930年代に
かけて流行した様式で，意匠的には直線的で無機的，幾何
学的，左右対称的，立体的であり，放射線や流線形，ジグ
ザグの線や円形をモチーフにし，それらを組み合わせたデ
ザインを主とする7）。
日本では旧朝香宮邸（現東京都庭園美術館，昭和8年）を
代表的な事例とし，「昭和初期に盛んに建てられた鉄筋コ
ンクリート造にタイルを張った建物，特に表面に縦溝のあ
るスクラッチタイルを張った建物は，みなアールデコと
いってもそれほど間違いではない」8）とされる。
尾澤醫院の車寄せ両脇の文様は，縦軸に円と半円を繰り
返し（図5），車寄せ内部の手すりには中央に半円が左右交
互に入り，その両側に3列ずつの梯子状の幾何学文様が入
る（図6）。さらに，車寄せ台座に施されたスクラッチタイ
ルに，アールデコの影響を指摘することができる。
スクラッチタイルは，大正12（1923）年の関東大震災を
機に，その後10余年にわたり外装タイルの主役になり，
鉄筋コンクリート造を主体に，諸官庁の建物のほか，公会
堂，美術館，大学校舎など幅広く使用されている。そして，
現存する建物で，スクラッチタイルが張られているものは
ほとんど当時の建築と見ることができるという9）。
このように，アールデコ様式とスクラッチタイルは，
ひとつの建物に渾然一体となって昭和初期を彩っていたこ
とになる。
スクラッチタイルの事例は多数挙げられるが，世田谷区
では例えば，駒澤大学耕雲館（禅文化歴史博物館）（当初は図
書館，昭和3年 図39）があり，フランクロイドライト
（1867～1959）の影響を色濃く受けたとされる建築家菅原榮
蔵（1892～1968）が設計した（平成11年，東京都選定歴史的建
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図35:2階広間
造物）。耕雲館は外観にスクラッチタイルを張り，幾何学
的な三角形の玄関口ならびにジグザグの壁面構成が印象的
な建物で，その玄関上に施された迫り出していく三角形状
の造形は，アールデコといえる。
尾澤醫院2階の三角柱状に張り出した窓は，耕雲館ほど
ではないにせよ，幾何学的な造形を志向したこの時代を物
語るであろう。また，2階の連続する外開き窓は，ライト
設計の住宅によく用いられ，世田谷区では電通八星苑（旧
林愛作邸，大正6年）に見られる。それが直接ライトの影響
とはいえないまでも，昭和7年当時にこの種の窓が流行し
ていたことの例証になる。
アールデコの建築は，鉄筋コンクリート造であること
が多いが，尾澤醫院は木造である。同医院が陸屋根をもつ
のは，鉄筋コンクリート造を意識した結果ではないかと考
えられ，それはブロックを積み重ねたような立体的構成を
もつ外観にがるであろう。さらにこの陸屋根は，先に紹
介したK家住宅の洋館部とも通じる。しかし，K家住宅
の主屋は入母屋造りの大屋根をもっているので，尾澤醫院
の外観に，よりモダンな設計思想を看取することができよ
う。
ところで，内玄関の側壁に見られる丸窓は（図9），同時
代の建築にしばしば用いられている。例えば，昭和4年2
月に東京朝日新聞社が開催した住宅設計競技において，丸
窓は多くの設計応募案に見られる。例えば，この設計競技
で金賞を得た大島一雄案は，1階に丸窓が2つ設けられ，
窓格子が十字に入っている（図40）10）。それは尾澤醫院の
ものと酷似する（図9）。
最後に，尾澤醫院で目立つ車寄せには，尖頭アーチが用
いられている。スパニッシュ様式の建物には，しばしば半
円アーチの開口部が設けられるので，その観点から見ると，
多少違和感がある。しかしながら，同医院では様々な様式
的傾向を併せ持つ設計がなされていることを勘案すれば，
車寄せの尖頭アーチは，数ある様式の選択肢のひとつとし
て採用されたと考えてよいだろう。
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図36:志村家住宅
図37:K家住宅
図38:同洋館部
図39:駒澤大学耕雲館（禅文化歴史博物館）
図40:東京朝日新聞主催「中小住宅建築設計競技」金賞受賞案
結 論
以上の考察を通じて，尾澤醫院については次のようにま
とめることができる。
・当該建物の建築年は，昭和7年から11年ではなく，さ
らに昭和6年築とも断言できず，昭和7年までに建てら
れたこと，医院の工事完了後ほどなくして病棟部が増築
されたことが明らかになった。おそらく病棟は昭和7年
度中に建てられたと考えてよいだろう。
・尾澤醫院には，陸屋根，スパニッシュ様式，リシン落
とし仕上げ，スクラッチタイルの使用，丸窓，アール
デコ調の文様をもつ鉄製格子，連続する外開き窓，三角
柱状の窓，車寄せの尖頭アーチなどの様々なスタイルと
仕様が見られ，それらは大正期から昭和初期に流行して
いた。
・個々のスタイルや仕様については，世田谷区でも確認で
きるが，尾澤醫院は，その多様なスタイルと仕様をすべ
て併せ持っていた。
・建物内外の良好な保存状態に加えて，医療器具が残って
いることは，医院としての歴史を知る上で貴重である。
このように，尾澤醫院は，様々なスタイルならびにそれ
に伴う仕様が折衷され，ライトを含んだモダニズムの影響
と幾何学的な造形を志向していた昭和初期の建築界の多様
な動向を知ることができるという意味で，極めて興味深い
事例であるといえる。
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